
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１回ブロック会議のマンダラチャートでまとめられた「コロナ禍における家庭教育支援」８つの項目から、

今回の第２回は『今こそ活用 地域の力』をピックアップし、さらに支援の在り方について、協議を深

めました。 

   
～４つのグループに分かれ「Ｙチャート」を活用した熱心な協議が行われました。～ 

                 

                 
 

  【今年度の町村教育委員会家庭教育関連事業の報告】 

 

 ① コロナ禍だからこそ 巣ごもり生活のすすめ 

 ② with コロナ 新しい生活様式への対応 

 ③ メンタルのフォロー 悩み相談で心のケア 

 ④ オンライン全盛 情報技術の活用 

 ⑤ イライラ解消 親子の関わりを見直そう 

 ⑥ 今こそ活用 地域の力 

 ⑦ 思いやり教育 相手の立場になって考えよう 

 ⑧ 伝えよう コロナ禍で子供たちは 
 

R3.6.7 第１回ブロック会議グループ協議より 

グループ協議の視点 

①地域の力活用の効果や理想を

語りましょう！ 

②活用に当たっての問題点を洗

い出しましょう！ 

③問題解決に向けた光を見出し

ましょう！ 
 

 各分野の代表から構成されて

いるブロック会議ならではの、

様々な視点からの意見が出され

ました。協議は各委員の意見にう

なずきながら“認め合い”の中で

進められ、再発見もあったことと

思います。 

 今後も地域の取組を支え、家庭

の教育力の向上に御協力をお願

いします。 

 本年度の各町村の家庭教育関連事

業は一部の事業で中止となりました

が、感染対策の徹底し、実施にこぎ

つけた事業もありました。今後

は”with コロナ”の中で事業を進

めていくことが大切になってきま

す。担当者のみなさん、情報を共有

しながら、域内全体でがんばってい

きましょう。 
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